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　Pharmaceutica［education 　has　come 　to　a　major 　turning　point　when 　Inajor 　changes 　are 　Laking　place，　and 　training　in　hospi−

tals正s　now 　obljgatory 　for　pharmacy 　students ．　It　is　therefbre　importam　lbr　hospita］s　to　ot
’fer　a　high　quality　of 　training，

　For　this　purpose，　guidelines　 fbr　pharmacist　training　in　hospitals　 and 　 a　q岨 1ification　 system 　 lbr　hospitals　offering　such

training　 have　 been　proposed．　 Addilional　provisions　 for　pharmaceurical　 education 　 have　been　 established 　 under 　the　 title
“
Models　for　Ph   aceutical 　Education，　Core　Curriculum　for　Practical　Training　and 　Curriculurn　for　Fin田 Ye 訂 Training

”
．

　However ，　except 　for　thosc　affiliatcd 　with 　medical 　schools ，　education 　is　not 　a　primary　concem 　fbr　hospitals，　making 　it　dif−

ficult　to　fo鮭ow 　the　above 　guide［Lnes　for　many 　hospitals，　of 　which 　ours 　is　one ，

　 Bvery　year，　we 　receive　several　students　who 　wish 　to　do　their　training　close 　to　home　but　they　cannot 　receive 　instruction　in
sc〕me 　of 　the　subjec しs　in　the 　guidelines　because　we 　do　not 　offer 　the　related 　services ，　causLng 　us　grcal　concern ．

　To　fill　the　gap，　h〔wever ，　we 　have　developed　a 〜ystem　called
“
Support　System　fbr　Pharmaceutical　Training　in　Hospitals

using 　the　Intemet
”

and 　it　is　now 　in　operation ．　Since　the　 amQunt 　 of 　informat．Lon　on 　the　lntcrnet血 at　can 　be　used 　for　training

purposes　is　very 　limited，　our 　system 　js　still　far　fr｛｝m 　satisfactory　but　students　have　been伽 ding　it　usc 釦1．

　Amajor 　limitation　we 　face　is　the　lack　of 　teaching 　materia 】s　available 　For　our　system ．　Solving　this　problcm　is　very 　impor−

tant　fbr　hosp亘als　 such 　as　ours 　that　do　not 　offer 　some 　of 　the　 services 　in　the　guidelines，　 as　well 　as　fbr　improving　the　quality
of　pharmaceuticai　educ としtion．　This　problem　will　never 　be　completely 　solved ，　however，　 unless 　individual　hospitals　start　to　of −

fel’the　services 　that　they　now 　Eack．　It　is　thus　 necessary 　for　the　teaching　hospitals　alld　the　Hog．　pital　Training　Council　to　de−
velop 　a　system 　fbr　augmenting 　the　amount 　of 　tcaching 　materials 　available ．

　 With 　 the　rapid 　spread　of　the　Internet，　 many 　educational 　programs 　using 　it　have　been　developed　to　fiLI　gaps　between　the

levels　of 　education 　provided　by　different　institutjons，　and 　they　lcre　highly　rega エded．　Thus，　in　order 　to　improve　the　quality　of

training　programs　in　hospitals　having　similar 　pr〔）blems　to　ours ，　it　is　nccessary 　for　general　hospitals，　 universities ，　 and 　teach−

ing　hospitals　to　co 且laborate　on 　producing　more 　teaching　materials 　for　pharmaccutical　training．

Key　 wordspharmaceutical 　training　in　hospitals，　lnternet，　obligatory 　subject 　core 　curriculum ，　support 　system

緒 言

現在，薬学教育 は大 きな転換期 を迎えて い る．

「薬学部学 生 の 長期病 院 ・薬局実習の 為 の 調整機構専

門委員会 1 は 病院実務実 習 ガ イ ドラ イ ン を作 成 した 〔Ta ・

b匡e1 ）．　 H本医療薬学会 で は
， 学生実習 を受 け 入 れ る に

相応 しい 設備 や 機能 を もつ 施設 に 研修施設の 認定 を行 っ

て い る
11．また，日 本薬学会 で は，平 成 14年11月 8 日，

「薬学教 育 モ デ ル ・コ ア カ リ キ ュ ラ ム 薬学教育 実務実

1
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Table　l．病 院実務 実習 ガ イ ドラ イ ン

項　　 日 内　 　容

調剤業務 内服
・
外 用 薬 調 整 法 及 び 注射 剤 取 り揃 え等 の 根拠 を琿 解 し 、技術 を 習得 す る．患者の

（服 薬 指 導 を 含 む ） 薬歴 作成及 び 服薬指導 業務 へ の 関与 （守秘 義務を含む 〕 を通 じて、その あ り方 を習得

す る．
製剤業務 院内製剤の 特殊性、品 質管理 の 重 要 性 を理 解 し、技 術 を習得す る ．
薬 品 管 理 業 務

薬 品管理 医薬品 の 品質管理 の 重要性 を認識 し、医薬品の 円滑 な供給 を は か る方法 を理 解す る 。
麻 薬 ・向精 神 薬 等 管 理 麻薬

・
向 精 神 薬 及 び覚 醒剤 取 扱 の 重 要 性 を理 解す る ，

（見 学〉

病 棟業務 患者情報 把 握 の た め、カル テ の 内 容 を理 解 し 、病棟 に お け る薬歴 管理 及 び 服 薬 指導 業

（薬剤管理 指導 業務〕 務 へ の 関与 （守秘 義務 を含む ） を通 じて、薬 剤 管理 指 導 業 務 を 理 解す る．ま た、チ・一
ム 医療 の 必 要性 を 理 解 し．医療 人 として の 自覚を高め る。

医 薬品 情報 管理 業 務 医療 現 場 で の DI 業 務 の 重 要 性 を認識 し、特に 薬歴管理 ．服 薬指導、病棟業務 との 関

（DI ） 連性 を理 解 す る。
病 院内、病院外 見 学 薬剤 部 と病院内各部 門との 有機的連携 を理解す る。
そ の 他 （努 力 目標 ）

1．　 TDM TDM を通 して 薬 物 療 法 への 参 画 の 意 義 を 理 解 し、処方 設 計 への フ ィ
ードバ ッ ク を学ぶ

2、　 試 験 ・
研 究 試験 ・研究に基礎 をお くこ とに よ ワ、調剤、製剤、薬 品 管理 等 の 薬剤部に お け る各 種

3．　 注射剤の 無菌 業 務 を科 学 的 に 琿 解す る．
管理 調整 中心 静脈 注射剤、細 胞毒性 を有す る 注射剤 を 含む 注 射 剤 全般 に つ い て、調整 方 法も含

めて 理 解す る．
4．そ の 他

ρ

「薬学部学 生の 長期病院 ・薬局実習の ため の 調整機構」に関する専門委員会（Hlo ・3 ・20）より抜粋

習 ・卒業実習 カ リ キュ ラ ム 」を答申 した
21／．

　薬学部学 生 の 病院実 習 は 必 修 科 目 と な り，受 け 入 れ 病

院は 実習 の 質を問 わ れ る時代とな っ た．

　薬学生 は，薬学部学生病院 ・薬局実習調整機構を通 し

て ，あ る い は各大 学 か ら医 療機関 へ 直接 依 頼 して ，実 習

病院 を決定 して い る．．L か し，医療現場 に は 大学病院等

の 教育 を 日的 と して 設立 され て い な い 第
一

線の 病院 が多

く，
ガ イ ドラ イ ン に 記 され た項 目中 に 未実施業務 を有 す

る病院があ り， 当院 もその 1 つ で あ る，

　当院 は，主 に帰省先 で の 実習を希望す る 年間数人 の 学

生 実 習 を受け 入 れ て い る ．当院の 業務の 中 に は ガ イ ドラ

イ ン の努力日標項 日 の 中 に未実施業務を抱 えて お り，他

院 で 実習す る学生 との 間 に差 が 出 る こ とを憂慮 し て き

た．

　現在，イ ン ターネ ッ トは 急速 に普及 して お り，レベ ル

格差 を是正 す る た め の イ ン タ
ーネ ッ トを 活用 した教育プ

ロ グ ラ ム な どが研究 され，高い 評価 を受けて い る．

　当院で は，イ ン タ
ー

ネ ッ ト ヒに 掲載され て い る 多彩な

情報 の 中 か ら未実施業務 を補足す る 情報 の 活用 を 目的 と

して
， 「イ ン タ

ー
ネ ッ トを 活用 した病 院実習 の た め の 支

援 シ ス テ ム
・TDM 編」 を構築 し（以 下，本 シス テ ム と略

す）平成 14年 4 月 よ り運 用 を 開 始 した，

　本研究 で は，平成 14年 度 〔平 成 14年 4 月 か ら 平 成 14年

9 月 まで に 実施 した 6 名の 実習生 と実習担当者 の シ ス テ

ム 利用効果に つ い て の 評価 か ら，本 シ ス テ ム の 現状 と 問

題点 に つ い て 検討 し た の で 報告す る ．

方 法

　構築 した シ ス テ ム につ い て の 実習生 の 評価 は 質問紙調

査法を用 い た．

　  実施 の 可 否 と 問題 点　  教材選択 上 の 妥当性　 

医療現場 で の 業務必要性 と リス ク マ ネジ メ ン ト対策等 に

お け る認識 へ の 有効性 に つ い て 調査 した，

結 果

　構築した 本 シ ス テ ム の 概 要 を示 した （Fig．1）．本 シ ス

テ ム は，実習生 コ ース と指導者用 の 補助 コ ース と の 2 部

構成と した．

　学 生 コ ース は，検 査 科で の 測定見学，設問方式で の 学

部教育で の 基礎知識習得 の チ ェ ッ ク，イ ン ターネ ッ ト活

用 に よ る 他施設等の 現状 の 紹介，TDM 解析 ソ フ トの 操

作 〔体験編）か ら構成 した．実習生 は，本人の 希望 と習得

度 に 応 じて 内容 を選択 し，4 時間の 実習 と した．

　指導者用 の 補助 b 一
ス は，イ ン タ

ーネ ッ ト上 の 検索 に

よ り学生 コ ース に 用 い る 資料の 更新 を行 い ，資料お よ び

製薬 企 業 の 情報 担 当 者へ の 依頼 内 容 の 検討等を常 に必 要

とす る．

　 イ ン タ
ー

ネッ ト活用 部分 の 内容 を Table　2 に 示 し た ．

　実習 牛 の 背景（学部教育内容）と学 生 の 認識 を 示 し た

（Table　3 ）．大 学教 育 で の TDM 解析 ソ フ トの 使 用 経 験

は 大 学 問 に 差 が み ら れ た が，実 習 生 は 全 員 が本 シ ス テ ム

で の 実習 を必 要 と評 価 し た ．

A
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，t°
一、t

TDM 学習の 開始

No

　 　 実習 生

　 　 　 　 　Y θ s

実習 生コ
ー

ス の 開始

ウ ・
一

朴 ・ 活 用 （P 補助コ
ース の 開始

3総合紹 介・医療現場 におけるTDM とは

当院薬剤部 の TDM へ の 対処を説明 ↓
B 4 実施病院の 実状紹介

　 　10
一

層の 充実

↓
検査科 で血 中濃度測 定の 現場を見学 5 学部及び研究活動状況 の 紹介

↓ 6TDM ソフトの 種類

1TDM の 概要 まず第
一

に

2 設 問方 式で学部習 得を確認 する

No
自習

・
演習編

　 　 　 　 Yes
7．TDM ソフト

の 作 動練習

↓

8TDM 解析 ソフ トに よる投与設計

No
9 そ の 他 の 資料

回答

　 　 YesA 学生 コ ース の 終 了

補助 シス テム の 終了

Fjg．1．病 院実 習 支援 シス テ ム 〔TDM 編 ）

　　　 B 〔3 ，4 ，5 ），6 に イ ン タ
ーネ ッ トを活 用

Table　2．イ ン タ
ー

ネッ ト活用部分

厂 丶

回
3 ．総合紹介・医療現 場 におけるTDM とは ？

　　　　   TDM と投与計画

　　　　   医療の 個別化・TDM

　　　　   リス クマ ネジメン トとTDM

　　　　　  大学 におけ る薬剤師職能教育

htt　／〆wwwo 巳目ka−m 已dee 　　
N
　hEO 〔〕2〆tdm　htmI

htt ／／www 　 h　口 r　 nal 　 〜4　k日 1　　 ／隔 m 日〆fl日 m 巳 O　htm

htt　：／／www ．k　．Dr
’
　fil巳／ヨ4th　Gak 凵

．
utut ヨikヨi／tヨikai　 ura 　uram 凵．htmI

htt ：〆〆www ．　 h日rm．kitasato−u．日ロ．
’
　 k　 onlin巳〆 凵est 〆k臼 nk 　 u 日．html

4．実施病B完の 実1犬詐召介
　　　　　  病院薬剤部 はTDM 業務をどの ように位置　htt

　　　　　づけ 紹介してい るか 。
　　　　　  病β完薬斉1亅音Bの TDM 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　htt

5．学会及び研 究活動状況の 紹介

　　　　　  TDM の 学会があ ることを知っ てい ますか。　 htt 〃

　　　　　  TDM 学会の 活動内謇を知っ て い ますか 。

6．TDM 解析ソフトの 種類

　　　　   インタ
ー
ネr ト上 に紹介された解析プログラ htt

　 　 　 　 　ム

／〆www 　kms ．a ⊂　　
四
　 kuz目 1げTDM 　htm ト

／ノ lazaumlnac 　
摺

h日 rm 日 m り／tdm ／lnd 日 x 　htmL

k  Iumln 日ck   1／　kkal／2〔〕01／AO〔〕D49htmI

htt ：〆／www ．kuh．kum ヨmoto
−
u．ac．’　sontents ／tdm19 〆DefsuFt．html

ffb凵nsekiO2 　harm　k　tロー凵 ac 　 2bbhtm 　 downlaeti

1．　実施 の可 否 と 問題点に つ い て

　 実 施 の 可 否 と問 題 点 を Table　4 に 示 した．実 習生 は，

実施前後 と もに 本 シ ス テ ム の 利 用 を希望 した ．実 施前 の

受講希望理由は，「大学 で 講義 を受け，多 くの 医療現 場

で 実施 され て い る 業務 で あ る か ら，た と え模擬状態 で

あ っ て も実習 を希望す る ．」 との 回答で あ っ た ．ま た ，「多

くを 見聞 した い ．」等
．の 回答 も得 られ た．

　指導者 の 受動的研 修導入 につ い て は多 くの 情報 を 入 于

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table　3．学部教育内容 と学牛 の 認 識

学 生 の 所 属 大 学 A
」

BBCDD

講義の み ○ ○ ○

大

学

教

育

大学教育で の

TDM ソフ トの

使用 経験

講師の 実 務を

見 学
○

学 生 毎 に

ソフ トを使用
○ ○

ソ フト使 用 実

習

実習で の

必 要 性
○ O ○ ○ ○ ○学

生

の

認

識

本プログラム

使用

実 習での

必 要 性
o ○ ○ ○ ○ ○

イン タ
ー

ネッ ト

使用 部分

実 習で の

必要性
○ ○ o ○ ○ ○

本システ ム導入 の 必 要 性に 関する学生 の 認識 　 平成 14年4月〜8月 （6名）

ρ

Tablc　4．実 施 の B］
．
否 と問題 点 ・改 善点

要 因 問 題 点 と改 善 点 可 否

学 生実習 の 質の 向上 実習生 は、実施前後 ともに 本シス テム の 利用

を希望し、未 実施項 目対策 へ の
一

歩を踏み 出

した。
○

医療 現場 にお ける模 擬体験 に よる 業 務

必要 性と位置づ けの 認識　　　　，
理 解 へ の補 助 を可 能 とした。
インタ

ー
ネッ ト上 の 資料は、一コ マ 的 なもの で

あり、詳細 閲覧に至 らない ことに より、迫 力に

欠ける。
△

ネッ ト上の 公 開施設 や 公 開部分 におけ

る限界の 打 開

必 要 とする施設側 にお い て は 解決不能

（病 院実習 協 議 会 等 で検 討 され た 教 材 の 提 供

が 望まれ る〉

X

掲載情報の 講 義用 資料として の 提 供

学生 の 模擬実施に対 する物足 りな さの

解除

製薬 企 業の 医薬情 報担当者導入に より
一
部

補 足 が可 能 で あっ たが ，臨 場 感 の 不 足 に 対す

る解除 は 業務 の 実施以 外に方法 はな い。
X

（

O 効果有 △効果は 見られた が、一層の 向上 が必要　x 未 実施状態に ある病院 におい て は対処不能

す る こ とが で きる．．．一・
例 と して，口本 TDM 学会で は，

研究活動 の 推進 と同時 に，TDM の 普及 に よ る 底 辺 の 拡

大 に よ っ て 医療現場 の 充実 を 願 い ，第19回 日本 TDM 学

会学術大会併設 の 教育 セ ミナ
ー

で 研修 の 場 を 設け
：う・
，第

20回 TDM 学会 に お い て TDM 業務 の 導 入 を 目的 と した

サ テ ラ イ トセ ミナ
ー

の 開催 を予定 し て い る
！／，．一

方，実

施施設 で の 見学 は 快 く受け 入 れ ら れ た，

　TDM 解析 ソ フ トの 解説 な ら び に 実例紹介 は ，製薬 企

業情報担当者 で あ る 企 業医薬 品 情報担 当者 （MR ）に 依頼

した ，内容 は，薬剤 の 適正使用 の 立 場か ら，自社製品の

TDM 解析 ソ フ トの 使用説明 と TDM 解析 を必 要 とす る

症 例 の 紹 介と した，

　 しか し，医 師へ の TDM 解 析 紹 介 や，実 際 の 処 方 設 計

へ の参入 な どの 場を持 つ こ とが で きなか っ た た め ，模擬

実施 に よ る 臨場感の 欠如は 解除 で きなか っ た．

　 ネ ッ ト上 の 公 開施設や 公 開部分 に 限界が あ っ た，平成

14年 2 月11冂時点 で の ネ ッ ト上 の 検 索結果 （YAHOO ，

病院薬剤部＆ TDM ，　 N ＝159）で は，薬剤部 で の TDM 実

施 を紹介 した もの は23件 11施設あっ た が ，講義資料 を意

識 した掲示 は僅 か 3 件 で あ り，学部学生 の 病院実習 を対

象と し た資料は検索 で きな か っ た （Fig．2，3），平 成 15

年 5 月 5 囗現 存．，同 検索 の 掲載総数 は 270件 と増加 して

お り，参考となる 情報 は 増加傾向に あ る もの の ，病院実

習．生 の た め の 情報作成 で は ない た め，や は り病院実習の

た め の 講義資料 の 増加 は 認め ら れ な か っ た．

2． 教材選択 上 の 妥当性 に つ い て

　木 シ ス テ ム の 中で イ ン ターネ ッ トの 活用部分 を示 した
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Fig．2．ネッ ト上 公開施設 の 限 界

　　　 数 少 な い ネ ッ ト上 の 公 開施 設 と掲 示 内容

　　　 〔yahoo ，病院薬剤部＆ TDM ，　 Hl4 ．2 ．11，　 N ＝・159）

．．t．．＼

Fig．3．．ネッ ト ビ公 開部 分 の 限界

　　　 薬斉rj部で の TDM 紹介の 実態 （N π23）

A

（Tabte．2）．本 シ ス テ ム 導入 の 必 要性に 関す る 実習 生 の

認識状況 と学部教育内容 と の 対 比 を示 した （Table，3 ），

学生は 本 シ ス テ ム の 実習 へ の 導入 を必要 と回答 した，ま

た，イン ター
ネッ ト活用部分 の 実習導 入 に 対す る 学生 の

評価 を示 し た （Tab 且e　5 ），

　掲載情報 の 中 に は
， 学生実習 に 活用 で きる情報 は あ る

もの の ，学生 実習指導 を 目的 と した 情報 は み つ か ら な

か っ た．

　学生 は
， 基礎的な内容を含 ん で い る資料 に 対 し強い 意

欲 を示さない 傾向が 見受け られ た が ，指導者 は，基礎 と

関連 づ けた指導が 必 要 と考 え て お り，両 者の 意 見 に 相違

が 見 ら れ る もの の ，教材選択 は 妥当 で あ る と 判断 した．

　学会で の 活動紹介 や リ ス クマ ネジ メ ン ト対策 とし て位

置 づ け ら れ て い る こ とは ，学部教育 で は 紹介 さ れ て お ら

ず ， 業務紹介 に つ い て も公開
．
施設 や 公 開部分が 限定 さ れ

て い た．しか し，本 シス テ ム の 導 入 は，医療現場 で の 必

要性 の 理 解 を助け，未実施状況 の 補足 と して は 有用 で

あ っ た．

　こ の よ うに学生 実習 を 目 的 と した 情報は 不足 し て い る

も の の ，イ ン ターネッ トを媒体とす る こ とは，地域格差

を越 え 場所 を選 ば ず，学生 に 広 く．各施設 や 学会 活動 な ど

の 実情 を紹介す る 手段 と して は有用 で ある こ とが 明 らか

と な っ た．

3， 業務必要性 と リス クマ ネジメ ン ト対策等 の 認識 へ の

有用性

　 他 施設 で の 実 施 状 況 や リス クマ ネ ジ メ ン ト対 策 の
一

環

と して の 学会で の 取 り上 げ を 紹介し て ，実 習 生 に TDM

の 必要性 を説 明 した．しか し，指導者 の 熱意 に，現実性

に 裏 づ け され な い 弱点 を排除で きな っ た ，学牛 は ，．薬剤

師が 医療 チ ー
ム の 中で 治療計画 に TDM を使用 して い る

現状 をみ る こ とが で きな か っ た，大学 に お ける教育方針
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Table　5．イ ン タ
ー一ネ ッ ト活用 部分 の 実習 導入 に対す る 学生 の 評価

学生 の 所属大学 ABBCDD

TDM と投 1
｝計画 o し）● ○● ⊂） 〔⊃● o ●

総 合紹介 ・
医

療現 場にお け

る TDM と

は ？

医療の 個別 化 ・TDM CIx × x ⊂ ● o ●

リ ス ク マ ネ ジ メ ン トとTDM ○ ⊂）
一

〔， ○ ⊂）

大学 にお ける薬剤 師職 能教育 c こ1OI ⊂〕 c． o

実施病院の

実状紹 介

病 院薬剤 部 に お け る TDM 業務 の 位置 づ

け と紹 介
o 〔⊃ 〔1 ⊂〕 o ○

病院 薬剤 部 の TDM o1 つ 〔〕 CIoc ）

TDM の 学会 が あ る こ とを知 っ て い る カ  o1 二1 つ Q ⊂）● ○ ●学 会及 び 研究

活 動状 況 の 紹

介 TDM 学 会 の 活 動 内容 を 知 っ て い るか。 〔⊃ oo つ ．
⊃● Q ●

イ ン タ ーネ ッ ト トに 紹 介され た 解析 プ ロ

グ ラム
⊂） 〔：

’
● 〔一）● c ●

TDM 解析 ソ

フ トの 種 類
イ ン タ

ーネ ッ ト外 で 人 手 で き る解析 プ ロ

グラ ム
⊂） つ● o ● ⊂1●

未実施

○必要性を認識 X 学問的すぎて必 要性を認 識で きない 　 ● 学生 の 意欲 が 強く感 じられ ない （指導者側 の 判断に よる）

（

の 相違 に よ り，教育現場が 臨床現場 よ りも現実的な こ と

もあ る等の 問題 点が あげ られ た．

　 こ れ らは 業務導入 を はか らず，模擬実習 を続 け る以 上

避け る こ との で きない 課題 で あ る．

考 察

　当院 で は ，実習 生 が 医療 現 場 へ の 理 解 を深 め られ る よ

う，従来病院実習 に 院 内他 部門の 協力 を 得，薬局外で の

見学 な らび に指導を取 り入 れ て きた ，また，本 シ ス テ ム

の 導入 に 際 して は，指導者白身が他施設の 見学 や 学会参

加等で の 研修 を必要 と し
， また

，
MR の 協力を得 る こ と

と した．さ ら に，未実施業務 を学生実習 に 導入す る こ と

が い か に 困難 な こ とで ある か を何度 も問 い 返 した．しか

し， 何 と か学生 に 医療現場 で の 必 要性 と実施施設 お よ び

非実施施設の 現実 と を見せ たい との
一

念 か ら導入 に 踏み

切 っ た．

　作成 したシ ス テ ム は 決 して他 に誇れ る もの で は な い ．

しか し，構築 した 本 シ ス テ ム で は，需 要 者（未実 施業務

を抱 え情報 の 提供 を必要 とす る 医療機 関）側 か ら 「何 が

必要 で あ る か 」 を 明確 に した が ， 本来教材 の 提供側 にお

い て 17案 さ れ現場 の 協力 の 下 に 構築 さ れ る 必 安 が あ る と

思 わ れ る．しか し，少 な く と も実施 以 前に 比 較 して
， 学

生 へ の 医療現 場 にお け る業務紹介 の 幅 を広げ る こ とが で

きた と考える．

　実 習 牛 の 中 に は TDM に 関 す る 教 育 に特 に力 を入 れ て

い る大学の 学 牛 が 含 まれ
， 学 生 毎 に 解析 ソ フ トの 使用経

験が あ り，当院の 実習が 決 して 満足 で きる もの で は な い

こ と が 示唆さ れ た，しか し，実習生全員が，実習舸後と

も に本 シ ス テ ム の 利用 を希望 した こ とか ら，未実施業務

対策 の 必要性 と本 シ ス テ ム の 有用性が 認 め られ た と考
．
え

る，学 生 が 見学 を 含め た現場 で の 実習 をい か に望 ん で い

る か が 推察 さ れ た．

　学生 は
， 基礎的な内容を含ん で い る資料に対 し強い 意

欲 を示 さない 傾向が見受けられ る こ とか ら，基礎 と現場

の 橋渡 し教育 は 医療実習現 場 で の 薬剤師の 重 要 な役割で

ある と認 識 して お り，こ の 点 か ら も実務導人 の 必要性が

示唆 される．

　学生 は ，医療現場 で 今後 ま す ます重要視 され る TDM

業務の 必 要性 を リ ス クマ ネ ジ メ ン トの 点 か ら も理解 して

お く必 要 が あ り，指導を欠 くこ とは で きな い ．こ の 必要

性 は，TDM に 止 ま る もの で は な く多 くの 業務 に共通 で

あ る．

　未実施業務 の 紹介，重 要性お よび 将来性 の 伝達 に お い

て，限界は あ る もの の 構築 した シ ス テ ム の 有用性が 認 め

られ，イ ン ター
ネ ッ トの 活用 は学 生 に 実情 を紹介す る 手

段 と して 多くの ）

’
；1
’
能性 を含 ん で い る と考える ．

　運 用 の 成 否 は，指導担当者 の 研鑽 と教材 に か か っ て い

る．模範的 教 材が 必 要で あ る が，現 状 で は不 足 して お り，

ネ ッ ト上 の 公開施設 や公 開 部分 に は 限 界 が み られ た．現

時点 で は 当然 な が ら ，学部学牛 の 病院実習 を対 象と した

資料 は検索 で きなか っ た．

　TDM 分野 は急 速 に発展 して お り，医療現場 で は 特定

薬 剤 管 理 対 象 薬 剤 の 血 中 濃 度 の 予 測 に止 ま らず，処 方 設

計，移植医療へ の 参画 な ど レ ベ ル が 急速 に 高度化 し，医

療へ の 貢献度 を増 して い る ．

ρ
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　指導者が ，時代 に 即応 した業務の 把握 や イン ター
ネ ッ

ト ヒの 教材更新 と進歩 に 即応 した 把握 を す る た め に は，

マ ニ ュ ア ル 等 の 参照 や研修会参加や 実務 見 学，さ らに は

実 務 実 習 等の 自 ら が 選択 した 能動 的 予段 は も と よ り，教

育側 か ら検討 さ れ た教材提供 を受 け る 等の 受動的手段 の

導人が 必須 で あ る ．

　本 シ ス テ ム は ，薬学部学生 の 病院実習 充実 の た め に作

成 し，実施 して い る が
， 多大 な問 題 を抱 え て い る ．当院

で は，病院実習 の 受入に 際 し，必 ず 未実施項目が あ る こ

とを 大学 に説明の 上 ，改め て 実習 を受け付けて い る．し

か し，未実施項 目が あ る と い う理 由 で ，大 学 お よ び 学生

が 実習を辞退 した例 は ない ．

　大学で の 薬 剤 師教 育の 立場 に 立 て ば，こ の ように 未実

施業務 を抱 える病院へ 学生 を送 り出す こ とは，不本 意 と

思 わ れ る，しか し，教育病院の 不足 か ら実習 の 受 け入 れ

が 必 要 で あ る とす れ ば，医療現 場 に い る 薬剤師が 学生 の

指導 に 当た る こ と は 当然 と して の 責任 で あ り，か つ 学 生

実習 を通 じた大学との 交流は，医療現場の 活性化 に もつ

なが る ．

　全国各地で ，一
定 レベ ル 以 上 の 実 習 が 可 能 と な る こ と

が必要 で あ り，急速 に普及 して い る イ ン タ
ー

ネ ッ トは，

媒体 と し て 有用 で あ る．イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 へ の 模範的教

材 の 提供が実現す る こ と に よ り，未実施業務 を持 つ 医療

機関で の 実習 の 充実，さ ら に は病院実習 の レ ベ ル ア ッ プ

に つ なが る もの と考
．
え る．

　本 シ ス テ ム は，教材 の 提供 を外部 に依存す る と い う大

きな問題を抱 え て い る が，学生 は未実施業務 へ の 対応を

望 み，当 シ ス テ ム を 有用 と評価 した．しか し，こ の 評 価

は あ くまで もすべ て の 業務を体験 した い とい う理 由 に立

脚す る もの と思 わ れる ．

　未実施業務へ の 対応 に限界 が あ る こ と は必至 で あ り，

本 シ ス テ ム の 抱える 問 題 は，業務の 実施以外 に 白力 で 解
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決 で きる 方法はな く．当院の ような未実施業務 を抱 え る

病院で の 実習対策 は，薬学教育 の 質向 トの た め に も重要

で あ る．

　ま た，
一
定 レ ベ ル の 実習 を全国 で 実施 す る に は ，医療

現場 と大学が
一

体 とな っ て 協議 の 上 教材 を作成 し，学生

教育 に 当 た る必要性が 示唆 され た．

　薬剤管理 指導業務 を100点業務 と して 導 入 した 当時 か

ら，大 学 と医療現 場 が 協力して 学 生 教育 に当 た る 必要性

を 示唆 して き た が
／，，c／），大学教育 が 転機 を 迎 え 薬学部学

生 の 病院実習が 必 修とな っ た今 日，医療現場 と 大学間 に

止 ま らず，さ ら に 広範な立場から学生教育 に 対処す る 時

期 を迎えて い る，
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